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機関リポジトリ業務とは

2017年度機関リポジトリ新任担当者研修

学内研究者
理解共有、
論文公開勧誘

①雑誌投稿論文の
原稿ファイルを送付

論文投稿、
著作権譲渡

出版社、学会

②公開可否確認

③登録・公開

機関リポジトリ

機関リポジトリ担当者

システム管理

ほか、大学の活動成果（
紀要、研究報告書、博士
論文等）の登録作業など

最大の仕事
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コンテンツ構築

どれだけリポジトリ担当者が動くかにかかって
きます。

自機関のリポジトリは現状はどこまでできてい
る、さらに次の段階に何を計画できるのか。

目標：ヒントをたくさん持ち帰る。

3年度機関リポジトリ新任担当者研修2017



ペアワーク１

隣同士で自機関リポジトリの現在のコンテンツ
の内容および収集方法を説明する。

未構築館はまず公開しようとしているコンテンツ
は何か、現在の計画を説明する。

Time  2分

4年度機関リポジトリ新任担当者研修2017



本講の内容

• 機関リポジトリのコンテンツとは

• 各コンテンツの考えどころ

• コンテンツ収集：研究者への広報

• さいごに

• 模擬説明会

2017年度機関リポジトリ新任担当者研修 5



機関リポジトリのコンテンツとは

2017年度機関リポジトリ新任担当者研修 6



機関リポジトリのコンテンツとは

• 所属研究者の研究成果と機関の活動成果
– 学術雑誌掲載論文、学会発表資料、記事、コラム、
サイエンスデータ、ビデオ、音声、教材、紀要、学位
論文 etc.

• 何を収集するか・しないか
– 運用方針 / OA方針等での定義付け

→機関全体での戦略的なコンテンツ収集に
– 運用方針一覧：

http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?%E9%81%8B%E7%94%A8%E6%8C
%87%E9%87%9D%E4%B8%80%E8%A6%A7 (参照2017-09-05)

– OA方針リンク集：https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/?page_id=53 (参照2017-09-05)
– OA方針策定ガイド：http://id.nii.ac.jp/1458/00000021/ (参照2017-09-05)

7年度機関リポジトリ新任担当者研修2017

http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?%E9%81%8B%E7%94%A8%E6%8C%87%E9%87%9D%E4%B8%80%E8%A6%A7
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/?page_id=53
http://id.nii.ac.jp/1458/00000021/


機関リポジトリのコンテンツとは

• コンテンツは（量も種類も）増え続けるもの！

– オープンアクセス → オープンサイエンス

• 所蔵資料の電子化ではない

• メタデータ（論文情報）だけのデータベース構
築ではない

→本文があってこそ

8年度機関リポジトリ新任担当者研修2017



機関リポジトリのコンテンツとは

2017年度機関リポジトリ新任担当者研修 9

機関リポジトリ登録データ数の推移（H29.3末現在）

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/040/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2017/06/20/1386600_003.pdf
(参照2017-09-05)

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/040/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2017/06/20/1386600_003.pdf


OA方針の策定

☆OA方針策定の目的
– OAのさらなる推進を目指し、OAに関する機関と
しての方針を内外へ示す

10年度機関リポジトリ新任担当者研修2017

（趣旨)
１．神戸大学(以下「本学」という。)は、世界最高水準の教育研究拠点の構

築と世界的な存在感の向上を実現し、現代及び未来社会の課題の解決と
学術研究の発展に寄与するため、神戸大学研究憲章に掲げられた目標
の通り、本学の卓越した研究成果を広く世界に向けて発信する。このため
、本学に在籍する役員及び教員(以下「教員」という。）によって得られた研
究成果のオープンアクセスに関する方針を以下のように定める。

「神戸大学オープンアクセス方針」より抜粋
http://www.lib.kobe-u.ac.jp/kernel/doc/oapolicy.pdf (参照2017-09-05)

http://www.lib.kobe-u.ac.jp/kernel/doc/oapolicy.pdf


各コンテンツの考えどころ

2017年度機関リポジトリ新任担当者研修 11



コンテンツの2タイプ

2017年度機関リポジトリ新任担当者研修 12

学内刊行物/学内生産 学外の刊行物

具体的な例 研究紀要、博士論文、
科研費報告書 学術雑誌論文、学会発表資料など

学内連携手続きを構築
することで捕捉可能か ◎ △
学内連携先 刊行物発行部署、教務系 教務系



学内刊行物/学内生産：
（再掲）大学の学術情報発信基盤

担当部署等との連携による定型業務化
– 機関リポジトリでなければ入手困難な資料(灰色文献)が多い

• 紀要 ・・・編集部署が図書館であることも

• 学位論文 ・・・インターネット上での公表の義務化

• 学内プロジェクトの成果文書(報告書等)
• 教材

– 図書館の蔵書構築方針が大学によって異なるように、コ
ンテンツの収録方針は機関によって異なることが自然

13年度機関リポジトリ新任担当者研修2017



学内刊行物：紀要類

• 主な調整先：紀要編集委員会

– 電子公開の主体はあくまで紀要発行母体

• 「図書館に持ってかれる」印象を与えないこと！

• 新刊分： ボーンデジタルで！

– 編集・査読プロセスそのものを電子化

– 印刷業者からPDF納品（改めて紙からスキャンす
ることがないよう）

14年度機関リポジトリ新任担当者研修2017



学内刊行物：紀要類

新刊号から電子化する場合

• 電子化および公開の許諾

– 紀要編集委員会に投稿規程の改訂を依頼

• 電子化（複製権）と公開（公衆送信権）を許諾・・・委譲・・・

投稿規程改訂により、スムーズに「電子化と公開」が可能に

• 印刷業者からのPDF納品

– 紀要要編集委員会に印刷仕様書の改訂を依頼

• PDFファイルは論文単位で・・・透明テキスト付で・・・

論文へのアクセスは増やし、作業の手間は増やさないように

15年度機関リポジトリ新任担当者研修2017



学内刊行物：紀要類

• 紀要の公開を日常業務とするために
– 新刊PDFの安定的入手を目指して

• 担当窓口の設定

• 受け渡しの方法と時期を取り決め

• 入力データのチェック体制

• 一般公開のタイミングは？

• 利用統計等のフィードバック

– 確認事項
• 紀要ごとの発行スケジュール

• 公開にあたっての著作権処理 等

16年度機関リポジトリ新任担当者研修2017



学内刊行物：紀要類
• バックナンバー

– 権利処理（事例）
• 投稿規程を過去に遡って適用

• HPや紀要、メール等でお知らせ（オプトアウト）

• 著者ひとりひとりに許諾（オプトイン）

– スキャン
• 自炊？ or 委託？

→自炊：ハード機器（ネットワークスキャナなど）が必要

→業者委託：H大：スキャンのみ5円弱/p（3万p）,
メタデータ100円/件

O大：スキャンOCRつき15円/p（1万5千P）

17年度機関リポジトリ新任担当者研修2017



参考：紀要等のジャーナルページ
（広島大）

2017年度機関リポジトリ新任担当者研修 18

http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/ja/journal/ej_HU_nihongoshi (参照2017-09-05)

http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/ja/journal/ej_HU_nihongoshi


学内生産：学位論文
• 主な調整先：教務、学位審査委員会

– 博論・修論・卒論 / 誰の？ / どこでとった？

– 特許取得・雑誌投稿・出版等との兼ね合い

– 抜刷で学位申請するケース

• 新規授与分

– 博論は義務化（本文は著者に公開義務）

– 事例：教務に提出・図書館は登録公開するだけ、図書館で著
作権調査を請け負う

• 過去の授与分

– 各機関で様々

→要旨のみの登録

→製本されている場合、解体再製本費なども発生

19年度機関リポジトリ新任担当者研修2017



学内生産：学位論文

①学位取得者、審査委員からの提出物
（公表用データ（PDF/A）、申立書含
む）の受付、確認

研

② 研究科委員会での審査（申立内容を
含む）・承認、学長への報告

研

③ 公表用データの提出（学内共有ファイ
ルサーバ）・確認

• 論文要旨
• 審査結果要旨
• 論文全文（＋論文要約）

学研

④ 公表用データ・申立書の内容確認

図

⑤ データ公表
（機関リポジトリ）

図

学

学

→

→

→

例) 関連部局の業務分担・
フロー

2017年度機関リポジトリ新任担当者研修 20



参考：学位規則（昭和二十八年四月一日文部省令第九号）抜粋
＜平成25年4月1日施行＞

• 第八条 大学及び独立行政法人大学評価・学位授与機構は、博士の学位を授
与したときは、当該博士の学位を授与した日から三月以内に、当該博士の学位
の授与に係る論文の内容の要旨及び論文審査の結果の要旨をインターネットの
利用により公表するものとする。

• 第九条 博士の学位を授与された者は、当該博士の学位を授与された日から一
年以内に、当該博士の学位の授与に係る論文の全文を公表するものとする。た
だし、当該博士の学位を授与される前に既に公表したときは、この限りでない。

２ 前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者は、やむを得ない事
由がある場合には、当該博士の学位を授与した大学又は独立行政法人大学評
価・学位授与機構の承認を受けて、当該博士の学位の授与に係る論文の全文
に代えてその内容を要約したものを公表することができる。この場合において、
当該大学又は独立行政法人大学評価・学位授与機構は、その論文の全文を求
めに応じて閲覧に供するものとする。

３ 博士の学位を授与された者が行う前二項の規定による公表は、当該博士の
学位を授与した大学又は独立行政法人大学評価・学位授与機構の協力を得て、
インターネットの利用により行うものとする。

2017年度機関リポジトリ新任担当者研修 21



参考：学位論文登録の参考資料

• DRF平成26年度機関リポジトリ担当者オンラ
イン勉強会「博士論文のインターネット公表」

– http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?onlinew
orkshop2014 (参照2017-09-05)

• 博士論文のインターネット公表化に関する現
況と課題（報告）

– http://id.nii.ac.jp/1280/00000131/ (参照2017-09-05)

• 平成25年度学位授与論文の公表状況に関する調査

22年度機関リポジトリ新任担当者研修2017

http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?onlineworkshop2014
http://id.nii.ac.jp/1280/00000131/


補足：大学出版会の学術書

• 主な調整先：大学出版会

– 外部組織である出版会とお話をする機会に

– コラボレーションの事例（京都大学）

• コンテンツは出版会側がチョイス

• 「新しい学術コミュニケーションを開き，研究のすそ野
を広げ，研究成果の結晶としての本の意味が見直さ
れることで『研究書離れ』を克服したい」（京大出版会 /
京都新聞 2008/02/27）

23年度機関リポジトリ新任担当者研修2017



学外の刊行物

• 収集方針・運用方針
– 公表済文献に限るか

– 前任地で執筆した文献も対象とするか

– ゴールドOA分も対象とするか

→必ずしも出版社版が公開できるとは限らない

• 研究者への広報（後述）

• 共著者の意向、出版社のポリシーに注意

• グリーンOAの他の手段
– 機関リポジトリはグリーンOAの一手段であり、研究助成
機関や著者個人のHPなどで公開されている場合もある

24年度機関リポジトリ新任担当者研修2017



その他のコンテンツ

• 研究者・職員・学生等が独自に作成・管理・公開

– 学術コミュニティ以外で公表されたもの

• 一般雑誌・新聞記事、メディア提供資料、商業出版の単行図
書等

– 広く公表されないもの・公表手段が限られているもの

• 教材、研究データ、映像・音声資料、講演資料等

→ 大半の場合、作成者との直接交渉が必須

– 作成者＝権利者の場合、公開後の利用のされ方も要
検討（著作権コマ参照）

25年度機関リポジトリ新任担当者研修2017



その他のコンテンツ例

• 教材
– 職員・TAのための
アカデミックライティング指導法

• 堀一成
/ http://www.lib.kobe-u.ac.jp/handle_kernel/90003021

• 会議発表用資料
– 第2回鳥取大学地域学研究大会 :

講演・シンポジウム「地域学への期待と課題」
• 中村浩二,栗原彬
/ http://repository.lib.tottori-u.ac.jp/Repository/metadata/3213 (参照2017-09-05)

• ソフトウェア
– 統計学的じゃんけんゲームソフト

• 石黒真木夫
/ http://hdl.handle.net/10787/3824 (参照2017-09-05)

26年度機関リポジトリ新任担当者研修2017

(参照2017-09-05)

http://www.lib.kobe-u.ac.jp/handle_kernel/90003021
http://repository.lib.tottori-u.ac.jp/Repository/metadata/3213
http://hdl.handle.net/10787/3824


その他のコンテンツ例

• 研究データ

– 千葉大学CURATOR（http://opac.ll.chiba-u.jp/da/curator/）(参照2017-09-05)

• 萩庭さく葉データベース（植物標本図像）

– 奈良文化財研究所学術情報リポジトリ

（http://repository.nabunken.go.jp/dspace/） (参照2017-09-05)

• 3D Bone Atlas Database（哺乳動物の骨の3Dデータ）

• データリポジトリとしての運用

– 学術資源リポジトリ協議会（RepoN）
• 科学実験機器資料リポジトリ：https://sci-instrument.repon.org/ (参照2017-09-05)

• 教育掛図資料リポジトリ：https://wallchart.repon.org/ (参照2017-09-05)

– 国立情報学研究所（NII）
• 情報学研究データリポジトリ：http://www.nii.ac.jp/dsc/idr/index.html

(参照2017-09-05)

27年度機関リポジトリ新任担当者研修2017

http://opac.ll.chiba-u.jp/da/curator/
http://repository.nabunken.go.jp/dspace/
https://sci-instrument.repon.org/
https://wallchart.repon.org/
http://www.nii.ac.jp/dsc/idr/index.html


学内学術情報収集

28年度機関リポジトリ新任担当者研修2017

機関リポジトリ

紀要
科研費
報告書

研究者

大学院事務

博論

編集委員会 研究支援系

雑誌論
文

学会発
表資料

図書



研究者DB連携も視野に入れて

29年度機関リポジトリ新任担当者研修2017

機関リポジトリ

紀要
科研費
報告書

研究者DB

大学院事務

博論

編集委員会 研究支援系

雑誌論
文

学会発
表資料

図書



研究者DBとの連携（一橋大ほか）

2017年度機関リポジトリ新任担当者研修 30

一橋大学研究者情報（HRI）
https://hri.ad.hit-u.ac.jp/ (参照2017-09-05)

Link!

一橋大学機関リポジトリ（HERMES-IR）
https://hermes-ir.lib.hit-u.ac.jp/rs/ (参照2017-09-05)

https://hri.ad.hit-u.ac.jp/
https://hermes-ir.lib.hit-u.ac.jp/rs/


コンテンツ収集：研究者への広報

認知度を高める⇔意義を知ってもらう

2017年度機関リポジトリ新任担当者研修 31



研究者への広報・アプローチ

① 愛称、マスコット、ちらし、ポスター等

② 説明会、個別コンタクト

③ 統計情報のメール通知

広く認知度を高める

意義を知ってもらう
2017年度機関リポジトリ新任担当者研修 32



• リポジトリ？、コレクション？、アーカイブ？

• 英語名称から…
– HUSCAP、CURATOR、HIR、KURA 他多数

• 大学名等から…
– TeaPot、Barrel、紅 等

①：まずはともかく名前を売る

2017年度機関リポジトリ新任担当者研修 33



①：理解度向上よりも、認知度向上
（北大・樽商大）

2017年度機関リポジトリ新任担当者研修 34

旧

新



①：ターゲティング（広島大）

35年度機関リポジトリ新任担当者研修2017

理系には
発信を

文系には
保存を



②：説明会

• リポジトリの理念・役割・機能を広く周知させる

• 完全な理解を求めない
– 一方的なプレゼンテーションだけで理解してもらうこと
は不可能。質疑こそが説明会の中心

– 説明は極力短く。質疑応答はたっぷり
• 30分の時間をもらったのであれば、10分で説明、20分を質
疑応答に充てる

• 能書きよりも、何をしてほしいのかを明確に

• スケジュールをはっきり

• 後ほど実践します！

36年度機関リポジトリ新任担当者研修2017



②：いつ、どのように？

• 聞いた人がすぐに手を動かせる時期

• 1、2件でも本物のコンテンツを見せると効果的

– 「デモンストレーション用のデータベースを構築する際に重要な
ことは、「本物の」コンテンツを使うことである。」 （エジンバラ大学、
ノッティンガム大学 / https://www.nii.ac.jp/irp/archive/translation/eprints/ (参照2017-09-05)）

– なければ近隣大学の実稼動版を見せる

• 自由参加型（参加者数は期待薄）
– 閉会後、個別ヒアリングしやすい（後述）

• 別の集合機会の一部を充てる
– 教授会などにお邪魔する、情報リテラシーのついで、DB講習会

の最後、新任教職員への事務システムガイダンス etc. …
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②：個別コンタクトとそのきっかけ

• とにかく会いに行く・会った
ら話す
– ILLで、カウンターで、売店で、

道端で……
– 図書館へのご意見・ご質問を

いただいたら

– 説明会の質疑応答

• 説明会が終わったその場で

• 「さっきのご質問なんですが、
実際のところは…」

– 研究室に訪問

• 「5分10分で結構です」

→割と付き合ってもらえる

• 個別コンタクトを企画する

• 誰から？
– 身近な先生から

• 別の先生へ繋がることも

– トップから：行事挨拶で話題に

– 年代ごとに

• ベテラン先生：コンテンツ多

• 若手先生：モチベーション高

– 全員！（帯広畜産大）

• いつ行く？

– 構築前：運用方針、構築の参考

– 構築後
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②：直接対話するための準備

• 予備知識
– 相手のこと。分野・研究内容・発表論文等

– 相手の研究分野の主要雑誌・主な出版社ポリシー

– 雑誌危機 （購入雑誌タイトル、EJ予算）

– インパクトファクター

– オープンアクセスジャーナル、APC
– 海外の情勢（NIH、英米議会、義務化）

– 日本の状況（日本のIR数、先行大学のやり方）

• こわがらずに誠実に熱意を持って
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②：心構えとアプローチ

• 説得するわけではなく、話を聞く
– 研究内容、投稿雑誌、OA、図書館……

→図書館活動全体にとって有益

• 併せて論文登録の勧誘もするなら……
– 「この論文をください！」

• 文献情報DB検索結果から、研究業績から

• サイエンスカフェ、市民講座、講演会

• ホットな論文（時事ネタ、メディア掲載、内外表彰）

• たまたま見かけた論文、ILLで受け付けた文献

• 出版社版IR掲載OKの文献

→広報事例集「文献DBから「ください！」」も参照
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③：統計情報のメール通知

• 各文献のダウンロード
回数を月次で提供者に
メール通知
– 北大、樽大、筑大、北陸先端

大などで実装

• 意義の実証
– 「意外なところで、あるいは

反対にもっともな所で読まれ
ていたりして、大変興味深く、
かつ今後の刺激になるデー
タです。今後とも楽しみに
しております。」

Title: Barrelご提供文献の閲覧状況（20XX年X月）

○○先生

日頃より附属図書館の事業にご協力いただき..…

附属図書館では、「小樽商科大学..…（Barrel）」に著
作を提供下さったみなさまへ、月1回、閲覧状況をお
知らせしています。

以下は、文献ごとの閲覧回数です。より詳しい内容
もご提供できますので、ご希望の方は….

※詳細版の内容はドメイン別の閲覧回数です。

.edu（米国教育機関）からn回、.otaru-uc.ac.jp（小樽
商大内）からn回、といった内容になります。

来月以降こうした通知が不用であれば..…

【20XX年X月 文献別被閲覧回数】

○ダウンロード XXXXXXXXXXXXXXXXX

○ダウンロード XXXXXXXXXXXXXXXXX

：
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共著者にも!



さいごに
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研究者への広報・アプローチ

① 愛称、マスコット、ちらし、ポスター等

② 説明会、個別コンタクト

③ 統計情報のメール通知

広く認知度を高める

意義を知ってもらう
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全部やる！

• ともかく名前を売らなければはじまらない

• チラシは広範囲だがスパム止まり

• 説明会は対象が狭いが、うまくいけば効率良い広報に

• 個別コンタクトは時間がかかる

うまく組み合わせて全部やる！

• ひとりでできなければみんなで
– 複数の担当者で協力して
– 複数の機関で同時に

• Open Access Week（10月末）など
– 2016年の様子：

https://www.flickr.com/photos/drf_museum/sets/72157671426519323/
(参照2017-09-05)
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“隠れた最大のメリット”（再掲）

図書館が中心となって機関リポジトリを推進することの図書館にとっての隠れ
た最大のメリットというか恩恵というか楽しみは発信者（著者） としての教員（

研究者）と身近に接し、そこからこれまでになかった新たな図書館サービスの
ヒントを得られることではないか
尾城孝一（国立情報学研究所（当時））（2006.12 DRFメーリングリストより）
http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf-ml/100/194.html (参照2017-09-05)

<図書館にとって>
• 研究者との対話、研究生活の理解
→あらゆる図書館活動にプラスに働く

• 健全なリポジトリ ―毎日少しずつでも
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ペアワーク2

隣同士でこのコマを聞いて、自機関のリポジトリ
コンテンツ構築につき、現状の次の段階への宣
言を行いましょう。

Time  3分
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模擬説明会
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模擬説明会

• いまから

• 皆さんは、

–「先生になったつもりで」聞いてください

–「先生になったつもりで」質問してください
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広報事例集

いろいろやってみよう！
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キャッチ―な話題を前面に出す
（筑波大学）
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ターゲティング
（北大・奈良女大）
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文献複写申込者へ 科研費取得者へ



スタッフブログ（東京歯科大）
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質疑応答集・インタビューコレクション
（DRF-Wiki）
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質疑応答集：
http://drf.lib.hokudai.ac.jp/
drf/index.php?Documents
(参照2017-09-05)
…研究者から何を聞かれ
たか・どう答えたか

インタビューコレクション：
http://drf.lib.hokudai.ac.jp
/drf/index.php?OAWeek
%202010#pa6453c5
(参照2017-09-05)
…研究者に何を聞いてみたか
・どう答えられたか

http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?Documents
http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?OAWeek%202010#pa6453c5


事例：切り番インタビュー（樽商大）
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https://barrel.repo.nii.ac.jp/ (参照2017-09-05)
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文献情報DB検索から「ください！」

• 検索をルーチンワークにする

– 毎週○曜に所属研究者が書いた論文をDBで検

索して、著作権ポリシーを調べ、個別にメールで
依頼する

– アラート機能を使い都度、個別にメール依頼

– Web of Science, Scopus, 医中誌web, PubMed等
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参考：Scopusを使った金沢大の場合

• 毎月1～2回、以下の検索式で検索し、結果を
CSVで保存

– 「著者所属機関」を選択し、「(“kanazawa univ”) 
OR (“kanazawa university”) OR (“kanazawa uni”)」
を入力

– 期間指定は、「過去7日以内」を選択

– 文献タイプは「全タイプ」を選択

– 分野は「ライフサイエンス」「社会科学」など全て
にチェック
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参考：PubMedを使った東京歯大の場合

• 以下の方法で、毎週、検索結果がメールで送
られるように設定

– PubMed右上Sign in NCBI から所属「google」、メー
ルアドレスをGmailでID登録

– Gmailにメールが来るのでクリックしID登録完了

– PubMedのadvanced検索画面で、「Affiliation」を
選択し「tokyo dental college」 を入力し「Search」

– 上部の「Save Search」をクリックし、「weekly」「
Monday」「20items」に変更し、Saveをクリック
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